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2010 年度ＩＣＵ夏期日本語教育 コース報告 
 
Ｃ1 セクション A, B 
Ⅰ 担当講師名 
A: 貴志佳子（コースヘッド）、渡部萌子 B: 川口真理子（ヘッド）、井本美穂 
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 AB ともに 20 名 AB ともに: 男性 4 名・女性 16 名 
国籍 
A: カナダ 3 名、アメリカ 2 名、中国・ブラジル（日本国籍も持つ）・インドネシア・ドイツ・
  イギリス・ベルギー・フィンランド 各 1 名 
B: アメリカ 2 名、アルゼンチン 2 名、ベネズエラ・デンマーク・フランス・インドネシア  
  各 1 名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 Japanese for College Students, Basic Vol.1 
副教材 （参考・抜粋）げんき I、日本語の教え方スーパーキット、 
「新日本語の基礎」の絵カード、日本語かな入門（国際交流基金） 









レッスンテスト 4 回 
口頭試験    4 回 














Ⅵ 授業の構成（1 週間／1 課のうちわけ） 
2 日（6 コマ）で 1 課ずつ進める。最初の 4 コマを文法練習に費やし、5 コマ目でロールプレ
イと聴解練習を行い、最後のコマを、漢字の書き方の練習と読解練習、時間の余裕があれば
短い作文を書く時間にあてた。基本的に 2 課終了した時点で、テスト（文法、読解、作文、
聴解、口頭）を組み込んだ。（4 週目だけは 3 課分のテストとなった）テストの前には、復習

































日   時 7 月 23 日（金） 
行 き 先 武蔵境駅周辺 
活動内容 校外学習は、日本語での情報収集、そして町の日本人と日本語で交流すること


















































学生数 16 名 男性 7 名・女性 9 名 
国籍 
アメリカ 11 名、中国 3 名、台湾 2 名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 Japanese for College Students: Basic vol.2, Kodansha International 
副教材 自作プリント、げんき I, II（参考・抜粋） 
レベル別日本語多読ライブラリー 













口頭試験 2 回 









Ⅵ 授業の構成（1 週間／1 課のうちわけ） 
1) 基本的に一週間で2課ごと進むようにしたが、3 週目には中間試験とビジターセッション、
4 週目には郊外学習、6 週目には発表と期末試験を組み込んだ。 
2) 1 課につき 2 日（6 コマ）を費やした。内訳は以下の通り。 
1 コマ目  ：漢字・語彙 
2～4 コマ目：文法（導入、説明、フォーメーション、ドリル） 
5 コマ目  ：ロールプレイ、聴解練習 
6 コマ目  ：読み物と作文（作文は 2 課に 1 回） 
3) 単語クイズは初日の一コマ目、漢字クイズは二日目の最初の時間（4 コマ目）に行った。
4) レッスンテストは 11-12 課、13-14 課、16-17 課、18-19 課、計 4 回行い、15 課と 20 課に





























日   時 7 月 30 日（金） 
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Ｃ3 セクション A, B 
Ⅰ 担当講師名 
A: 佐々木真実（コースヘッド）、和泉貴志 B: 田中望美（ヘッド）、石山治 
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 21 名 A: 男性 4 名・女性 6 名、B：男性 7 名 女性 4 名 
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国籍 
A: アメリカ 6 名、中国・韓国・イギリス・イタリア 各 1 名 
B: アメリカ 9 名、中国・イスラエル 各 1 名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 「Japanese for College Students, Basic Vol.3」 
副教材 「げんきⅡ」「みんなの日本語 初級で読めるトピック 25」 
自作プリント 
視聴覚教材 「わくわく文法リスニング」「毎日の聞き取り 50 日初級 下」 




初級文法・語彙・漢字 400 字（うち 318 字既習）を習得する。 























Ⅵ 授業の構成（1 週間／1 課のうちわけ） 
各課の文法の導入、練習に 2 コマをあて、漢字・読解・ロールプレーにもそれぞれ 1 コマな
いし、半コマをあてることとした。基本的に 1 週間で 2 課進み、レッスンテストの前に 2 課
分の復習の時間を設けた。文法に関しては予習を原則とし、授業内では教科書のフォーメシ





























日   時 7 月 30 日（金曜日） 
















































学生数 12 名 男性 5 名・女性 7 名 
国籍 
A: アメリカ 7 名、中国 2 名、台湾、イギリス、ポーランド各 1 名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 日本語中級 J301（スリーエーネットワーク） 



























Ⅵ 授業の構成（1 週間／1 課のうちわけ） 



































日   時 8 月 5 日（木） 







































Ｃ5 セクション A, B 
Ⅰ 担当講師名 
A: 成 永淑（コースヘッド）、山川 史 B: ドーソン 静香、大村 麻文 
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 AB ともに 18 名 AB ともに: 男性 4 名・女性 14 名 
国籍 
A: アメリカ 4 名、中国 2 名、韓国 1 名、ラトビア 1 名 
B: アメリカ 7 名、中国 2 名、ドイツ 1 名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 『日本語中級 J-501』スリーエーネットワーク（第 1 課〜6 課） 
『ICU 中級コース 漢字 2』国際基督教大学 
副教材 パケット（漢字、文法、ことば、読解） 
視聴覚教材 教科書：『新毎日の聞き取り 50 日（上）』凡人社 
映画：「千と千尋の神隠し」 
テレビ番組： 
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     教科書：漢字                         1〜2 コマ/週 
         文法                         1 コマ/週 
         本文読解                       2 コマ/週 
         ことば                        1 コマ/週 
     その他：書く（作文）           1 コマ/週 
         話す（スピーチ、話し合い、討論） 1〜2 コマ/週 
         聞く               1 コマ/週     

















































Ⅷ 校外学習 無し 
日   時  













・C5 で学んだ 4 技能を総合的に発揮する機会として、プロジェクトは効果的であったと思う。















Ｃ6 セクション A 
Ⅰ 担当講師名  
A: 中田 かおり、藤本 恭子  
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 10 名 男性 5 名・女性 5 名 
国籍 
A: アメリカ 8 名、香港 1 名、ニュージーランド 1 名  
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 「日本語中級 J501」 
―中級から上級へ― （L.7-10） スリーエーネットワーク 
副教材 1.「ICU 中級コース 3 漢字」パケット 


































  ワークシート 
ドラフト 1 
ドラフト 



















































Ⅷ 校外学習  無し 
日   時  





























べーケン 眞佐子 （コースヘッド）  増田 恭子（コースヘッド） 
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 7 名  男性 2 名・女性 5 名 
国籍：アメリカ 2 名（うち 1 名は継承語話者）、中国 2 名、デンマーク 1 名（継承語話者） 
ベトナム 1 名、日本 1 名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 「どんな時どう使う日本語表現文型 500」アルク 
副教材 教科書：「国境を越えて」新曜社 
        「上級へのとびら」くろしお出版 
    「論文ワークブック」くろしお出版 
    「大学・大学院留学生の日本語③論文読解編」アルク 
    「留学生のための論理的な文章の書き方」 
                 スリーエーネットワーク 
    「日本語の発音レッスン」川和孝著 
     「Intermediate Kanji Book vol. 1 & vol. 2」凡人社 
書籍： 「佐賀のがばいばあちゃん」島田洋七著 
    「DATA 日本人の食生活 2008」 
    「日本の論点 2010」文藝春秋 
新聞：  朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、日経新聞 
研究論文：「宮崎駿の映画における環境意識について」の一部 
          宇宙工学博士的川泰宣先生のエッセイ 
視聴覚教材 「上級の力をつける聴解ストラテジー」（下） 
NHK 現代クローズアップ現代「ほめる力」「食の循環」 






















Ⅵ 授業の構成（1 週間／1 課のうちわけ） 
書き方（文章プロジェクト）     週 3 コマ    話し方        週 3 コマ 
読み方（表現文型・速読を含む）  週 7 コマ       聴き方        週 2 コマ 






































室効果ガス削減は可能か」（「日本の論点 2010」）、新聞記事「原油流出 BP 赤
































2 回行い、1 回目は就職活動中の ICU の学生二人と活発な話し合いが行なわれ




日   時 7 月 23 日（金） 
行 き 先 東京江戸たてもの園 
活動内容 囲炉裏の部屋でボランティアの方の昔の物語を聞いたり、江戸時代から昭和に
かけての建造物を見学し、日本への理解が深まった。暑さが心配だったが、大
学から自転車で行った。運動不足の解消にもなり、学生も楽しんでいたようで
ある。 
Ⅸ 総括（良かった点、反省点、特色ある活動、今後の課題等） 
（良かった点）学生は皆まじめで、6 週間を通してよい雰囲気の中で学習できた。個人面談
で話し合うことによって、学習者の一人一人が自分の苦手な点を自覚しながら学習できたと
思う。また、前述したように、週ごとにテーマを決め、そのテーマで読解や聴解の授業や作
文（宿題）を行ったので、同じ語彙や漢字を繰り返し使うことができ、定着につながったよ
うである。 
（特色ある活動）プロジェクト形式をとった話し方の授業は、週ごとに発表があり学生にと
ってはメリハリのある授業だったと思う。様々な形態の話し方、発表方法を通し、方法だけ
でなく内容が重要であることも学習できたと思う。また歓送会で行なった北原白秋の「お祭
り」の詩のパフォーマンスも思い出に残るものとなったことだろう。 
（反省点、今後の課題）中間試験後に、読解と聴解＋文章（書き方）の担当を交代した。学
生のスキル別の伸びが把握しにくく、既習語彙・漢字などを考慮してのテスト作りが難しく
問題となった。また、漢字圏・非漢字圏と継承語話者・非継承語話者と多様なバックグラウ
ンドに対応した授業を最初から準備できなかった。 （執筆者：べーケン眞佐子、増田恭子）
 
